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第 2 章では、出発分子として長鎖アルコキシトリクロロシラン (C n H 2 n + 1 OSiCl 3 ,  
n  =  12－ 20)を用い、その加水分解・自己組織化によって得られる生成物の構造に
ついて詳細に検討した結果をまとめた。本系では、縮重合過程でアルコキシ基の





シランの Si－ Cl 基と Si－ OR 基との加水分解反応速度の差 (S i－ Cl≫ Si－ OR)を利
用 し た 精 密 な 加 水 分 解 条 件 に よ っ て 、 ア ル コ キ シ シ ラ ン ト リ オ ー ル





0 .7  nm と推定され、これは 2 次元的に配列した状態からのケイ酸モノマーの重合
による効果であり、ケイ酸の構造制御における新たなアプローチとしても重要と
いえる。  
第 3 章では、アルコキシ基 (C–O–Si )を導入した出発分子による自己組織化のコ
ンセプトを拡張させる目的で、無機ユニットに有機架橋を有するシルセスキオキ
サ ン を 導 入 し た 出 発 分 子 (C l 3 S i–R ’–S iCl 2 (OC 1 6 H 3 3 ) ,  R ’ =  –CH 2 – ,  –C 2 H 4 – ,  













第 4 章では、第 2 章で述べた層状ケイ酸－アルコールナノ複合体における無機
－有機界面の更なる反応を試み、新たな吸着能発現について検討した結果を述べ
た。層状ケイ酸－アルコールナノ複合体は、シリカ層表面のシラノール基とシリ


















条件下では安定で、しかも化学処理によって開裂可能である Si－ C≡ C 結合を導
入した系への展開を試みている。 1-アルキニルトリメトキシシラン (C n - 2 H 2 n - 3 C≡
CSi (OCH 3 ) 3 ,  n  =  10 ,  16 )を出発分子として用い、単独で加水分解・自己組織化を
おこなった結果、シロキサン層と a l l - t rans でほぼ垂直に配列したアルキニル基
の 2 分子層が交互に積層した層状ハイブリッドが得られた。一方、テトラメトキ
シシランとの共加水分解・縮重合では、 wormhole - l ike 構造のメソ構造体が得ら
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